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農業分野では、気候変動適応をどのように検討・実践すべきか？

気候変動は既に農業生産に大きな影響を与えている 農業分野で気候変動への適応をどう進めるべきか？

1．適応に関する国際的議論

2．日本農業における適応の方向性

本日の内容農業分野での影響や将来予測に関するニュース

コシヒカリ、20年後低品質米が2倍に
温暖化進めば
（毎日新聞 2020/1/9付）

天候不順でキャベツの価格高騰続く
「1玉1000円」のスーパーも、
家計直撃に消費者困惑
（産経新聞 2024/5/22付）

ミカン、今世紀末に生産地一変？
アボカド適地は最大8倍
（日経新聞電子版 2025/4/13付）

3．地域における適応の検討事例

4．データ駆動型農業による適応の可能性

前半：気候変動適応の方向性

後半：適応に関する地域の実践事例
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1．適応に関する国際的議論
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適応の目標は定性的であり、各国・地域に対応が委ねられている

気候変動対策は国際的な検討が進められており、パリ協定において世界的な目標が設定されている。緩和につい
ては、GHGを削減して「世界の平均気温の上昇を1.5 ℃に抑える」という明確な目標がある。

一方で、適応の目標は定性的。気候変動の影響は地域ごとに異なるため、具体的な対応は各国・地域の実情に応
じて対応を検討する必要がある、というのが特徴。

気候変動
温室効果ガス

の増加
気候変動の

影響

緩和 適応

温室効果ガスの
排出を抑制する

気候変動の影響を
回避・軽減する

気候変動対策の全体像 パリ協定における気候変動対策の目標

目標

• 世界全体の平均気温
の上昇を1.5℃や
2℃に抑える

• 気候変動適応に関す
る能力向上

• 気候変動に対する
レジリエンスの強化

• 共通指標あり
（温室効果ガス削減）

• 評価しやすい

• 地域ごとに内容が
異なる

• 共通指標がなく、
評価が難しい

各国の対応

緩和

適応
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将来予測を踏まえ、段階的・変革的な適応を進める必要がある

気候変動に関する政府間パネル（IPCC）では、世界中の研究者が集まり、気候変動対策に関する科学的知見を
取りまとめている。

 そのなかで適応とは、「現実の気候又は予想される気候の影響に対する調整の過程であり、人間システムにおけ
る被害の軽減や有益な機会の活用を目的とする」こととされている。

IPCC報告書を踏まえた適応のポイント

予測に基づく１
気候変動の影響が顕在化した後の対応（反応的な適応）に加え、

影響が顕在化する前に、予測に基づいて対応する（予期的な適応）

段階的＋変革的2
既存の枠組みを前提とした段階的（漸進的）な適応と、

枠組み自体を変える変革的な適応の両方がある

定期的に見直す3
気候変動の影響には不確実性があるため、

適応策はモニタリング・評価を通じて見直すことが重要

適応の実践にあたっては、このようなポイントを押さえることが重要

資料 IPCC第6次評価報告書 第2作業部会資料をもとに農中総研作成 https://www.env.go.jp/content/000138044.pdf
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2．日本農業における適応の方向性
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農業では、早急な適応の意思決定が求められている

環境省は、国内の気候変動影響の重大性・緊急性を評価している。

農業は、8つの小項目すべてで「緊急性は特に高い」との評価。追加的な適応策について、できるだけ早期の意思
決定が必要との見解が示されている。

農業分野の気候変動の影響

資料 環境省「気候変動影響評価報告書 総説（2025年度版）」をもとに農中総研作成
(注) 不動産業の現状の重大性は、「現状では評価できない」との記載。

国内における気候変動の影響評価

重大性 緊急性

●：レベル3 特に重大な影響が認められる 緊急性は特に高い

▲：レベル2 重大な影響が認められる 緊急性は高い

■：レベル1 影響が認められる 緊急性は高くない

【農業】 【他産業】

現状
(約1℃
上昇)

1.5～2℃
上昇時

3～4℃
上昇時

水稲 ● ● ● ●
野菜等 ▲ ▲ ● ●
果樹 ● ● ● ●
麦、大豆、飼料作物等 ▲ ▲ ▲ ●
畜産 ● ● ● ●
病害虫・雑草等 ▲ ● ● ●
農業生産基盤 ● ● ● ●
食料需給 ▲ ● ● ●

重大性

緊急性
現状

(約1℃
上昇)

1.5～2℃
上昇時

3～4℃
上昇時

製造業 ■ ▲ ● ▲
食料品製造業 ▲ ▲ ● ●
エネルギー産業 ■ ▲ ▲ ▲
原材料業 ■ ● ● ▲
商業 ■ ● ● ▲
金融・保険 ■ ■ ■ ■
観光業 ■ ▲ ▲ ▲
建設業 ▲ ● ● ●
情報・通信業 ■ ■ ▲ ■
運輸業 ■ ▲ ● ▲
不動産業 － ▲ ▲ ▲
サービス業 ■ ▲ ● ▲
医療・福祉・製薬業 ▲ ▲ ▲ ●
衣料品製造業 ■ ■ ▲ ■

重大性

緊急性
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栽培技術の工夫のほか、品種・品目変更などの変革的な適応の検討も必要

農林水産省は「農林水産省気候変動適応計画」において、農業分野の適応の方向性を整理している。

 これを踏まえると、栽培技術の工夫などによる段階的な適応に加え、品目転換などの変革的な適応も検討の必要
がある。

農業分野の適応策

栽培技術の工夫

段階的適応
（短期的）

変革的適応
（中長期的）

品種変更 基盤整備

 栽培時期の調整

 遮光資材の活用

品目変更 栽培地移動

 高温耐性品種の
導入

 灌漑施設の整備  熱帯作物の導入  寒冷地での新た
な産地形成

資料 農林水産省「農林水産省気候変動適応計画」などをもとに農中総研作成

例
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地域・産地が主体となり、適応策を選択することが重要

適応に関して、国は「地域主体による適応策の自立的選択及び推進」を支援することとしている。

地域・産地での計画策定については、農林水産省が手引きを出している。手引きでは、5つのステップを通じ、短期
～長期で実行する適応策を整理する方法を示している。

農林水産省の手引きによる
地域・産地での適応計画の策定フロー

これまでに経験した気候変動影響を整理する１

将来の気候変動影響に関する情報を収集・整理する

現在実施している適応策の実態と効果を整理する

優先課題を特定し、リストを作成する

適応策を選択し、適応策実行計画を策定する

2

3

4

5

定期的に評価と見直しを行う

• 地域・産地の適応計画の作成

• 適応策の実践

• 気候変動の予測や科学的評価

• 適応技術の基礎研究・開発

• 適応策の情報収集・発信

• 地域の取組み支援

地域・産地

国

気候変動適応の役割分担

資料 農林水産省「農林水産省気候変動適応計画」をもとに農中総研作成 資料 農林水産省「農業生産における気候変動適応ガイド」
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3．地域における適応の検討事例
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栃木県では、将来の見通しも踏まえて適応策の選択肢を整理

栃木県では、農林水産省の手引きを参考に、農業分野に特化した気候変動適応ガイドを作成（24年6月公表）。

ガイドでは、県内主要品目ごとに、気候変動の影響や必要な適応策を整理している。

作成にあたっては、品目ごとに県の専門職員が素案を作成し、生産者や関係団体の意見を踏まえて内容をブラッ
シュアップ。

栃木県の気候変動適応ガイドの内容 ガイド作成の経緯や体制

１．現在の気候変動影響と適応策

（１）現在生じている気候変動影響

（２）現在実施されている適応策

（5年後を見据えて取り組める事項）

２．20年後を見据えて準備しておく事項

（１）将来懸念される気候変動影響

（２）準備が必要な具体的な事項

• 県の専門職員（農業革新支
援専門員）で分担

• 作成手順は、農林水産省の
手引きを参照

• 県内の取組み、論文等に掲
載されている県外の取組み、
専門員の現場感覚などを踏
まえて素案を作成

栃木県農業気象災害対策協議会

• 県（農政部）

• 宇都宮地方気象台

• JA栃木中央会

• JA全農とちぎ

• 栃木県農業共済組合

協議会の取組みとして
県がガイド作成を提案

• 生産者や全農とちぎの意見
をもとにブラッシュアップ

将来懸念される影響を整理 …【IPCCの適応のポイント】①予測に基づく
短期的＋中長期的な視点で適応策をリストアップ …②段階的＋変革的

資料 栃木県農政部（2024）「栃木県農作物生産における気候変動適応ガイド」、ヒアリングをもとに農中総研作成
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参考：栃木県のガイドの内容例（ぶどう、抜粋）

作物の
症状

現在実施
されている
適応策

適応
策の
効果

留意事項

日焼け 傘かけ B 資材費の増加

かん水の
励行

B 夏に用水が不足しや
すい地域では導入が
困難

着色
不良

環状剝皮 B 通年実施は樹勢低下
を招くため注意

着色系統品
種の導入

A 需要に応じた品種の
導入が必要

病害虫
の増加

適期防除の
励行

B 耕種的防除を組み合
わせた総合防除技術
の励行

天敵製剤の
利用

B 選択的殺虫剤が必要

影響を引き
起こす気候

作物の症状 被害の大きさ 発生頻度

現在 将来 現在 将来

休眠期及び
生育期の
高温

発芽不良 中 中

日焼け・果肉障
害・着色不良

中 中

大型で強い
台風の増加

樹体の損傷や落果 小 小 →

施設の損傷 大 小

具体的な
実施内容

導入によって
見込まれる効果

課題

品種転換の検討 着色障害・果肉障害
の減少、耐病性向上

栽培技術の確立や新規
需要の開拓が必要

常緑果樹果樹等
への品目転換の
検討

日焼け・着色不良の
回避

産地戦略による新規需
要の開拓が必要

施設の強靭化、
樹体の低樹高
化・棚栽培化

樹体損傷や果実被害
の軽減

コスト負担が増える、
樹形改造による低樹高
化は計画性が必要

現在実施されている適応策

将来懸念される気候変動影響

20年後を見据えて準備が必要な具体的事項

資料 栃木県農政部（2024）「栃木県農作物生産における気候変動適応ガイド」をもとに農中総研作成
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静岡県経済連では、気候変動を踏まえた柑橘栽培方法を機動的に見直し

静岡県経済連は、気候変動による栽培環境の変化への対応として、柑橘栽培における適応について取りまとめ、
生産者大会や専門誌などを通じて共有している。

生産者大会で年間の方向を示すとともに、時期に応じてその年の栽培条件を踏まえた見直しを行っている。

静岡県経済連による気候変動適応に関する取りまとめ・共有の流れ

年間の
方向性を
作成

時期に
応じた
見直し

• 生産対策を約2か月おきにJAと共有
• 栽培のポイントを専門誌(月刊)に掲載し、

発信

気候や栽培環境の変化に応じて機動的に見直す体制

…【IPCCの適応のポイント】③定期的に見直す

• 気象データ、JA
や県の生態調査
などのデータな
どを踏まえ作成

技術者会議

• 県内JAの営農指
導員が集まる場

• 2か月に1回程度
開催

• 県内各産地の生
産者代表が集ま
る場

柑橘委員会

• 生産者やJA職員
など500人程度
が参加

生産者大会

情報収集・素案作成 提案・審議

静岡県経済連

資料 静岡県経済連へのヒアリングをもとに農中総研作成
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4．データ駆動型農業による適応の可能性
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適応策として「データ駆動型農業」が重要となりうる

気候変動適応にあたっては、栽培管理の意思決定にデータを活用する「データ駆動型農業」が重要になると考え
られる。

農業では長年の経験や勘を頼りにする栽培管理が一般的だが、気候変動が問題となるなかでは、従来の気候条
件と新たに直面する気候条件の差が大きくなる。

 そのため、気象などのデータや動植物の生理メカニズムを踏まえた分析をもとにして、作業時期などを判断する体
制を整えることが有効となりうる。

気候変動適応のための「データ駆動型農業」の可能性

従来 気候変動 今後

勘や経験が頼り 従来とは違う環境
データなどの分析を

もとにした判断が重要に
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静岡県では、レタスの収穫適期・出荷量予測を実施

 レタスでは、各産地で気候変動による出荷量・出荷時期の変動が生じており、その結果として市況変動の拡大に
つながっている。

静岡県では、気温などのデータをもとに、レタスの収穫適期や出荷量を予測する「レタスのリアルタイム収穫生育予
測システム」が活用されている。

レタスの卸売価格（東京都中央市場） 静岡県のレタスにおける予測システムの取組みと効果

資料 農畜産業振興機構「ベジ探」
(原資料：東京都中央市場「市場月報」)

100
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0
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500

1 2 3 4 5 6 7 8 9 101112

(円/kg)

(月)

2024年

直近10年
平均

気温などのデータ
をもとに収穫適期・

出荷量を予測

【生産面】
レタスの収穫遅れ防止

【出荷面】
産地と市場の信頼関係強化
産地での出荷戦略の検討

県が中心となって
予測システムを開発

経済連・JAが生産者
に利用方法を説明

経済連が中心と
なってデータを活用

資料 宮田(2025)「気候変動適応を支えるデータ駆動型農業」『農林金融』10月号
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山形県では、データに基づく米の追肥・作業適期判断を実施

高温により、米では品質低下や生育前進による作業適期の変動が生じている。その対策として、適切な追肥や作
業適期の見極めが必要となっている。

山形県では、衛星画像に基づく追肥診断や、気象データに基づく作業適期予測を行うシステム「やまがた米づくり
ナビ」を活用し、適切な追肥や営農スケジュールの判断、刈遅れ防止に役立てている。

「やまがた米づくりナビ」の主な機能と効果

資料 宮田(2025) 「気候変動適応を支えるデータ駆動型農業」『農林金融』10月号

データ活用の体制

• 気象データや
衛星画像データを
取り込んだ
営農支援システム
の開発・提供

• 県の研究結果や
生産者ニーズを
もとに機能追加
を依頼

• 生育診断の妥当性
を検証

• 県の普及指導員と
JAの営農指導員
が生産者に活用
方法を周知

• 生育診断マップを
もとに生産者への
指導を効率化

• やまがた米づくり
ナビの作業適期カ
レンダーの内容を
生産者に紙で配布

県

民
間
企
業

県
・
J
A

J
A

開発・検証 普及・活用

生育診断
マップ

(追肥診断)

刈取適期
マップ

作業適期
カレンダー

地図上で圃場ごとに
追肥診断結果が表示
される

地図上で圃場ごとに
収穫適期が色別で表示
される

選択した圃場について
中干・穂肥・カメムシ
防除などの作業適期が
表示される

追肥判断
の効率化

収穫遅れ
防止

適期作業
の実現

機能 概要 効果
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データ活用は適期作業や施肥判断を支え、適応力向上につながる

気候変動により、農業現場では従来の作付けや肥培管理が難しくなっている。

データの活用は、気候変動下での意思決定を支え、レジリエンスの向上に寄与する。

気候変動下での課題 データ活用でできること

適応策の選択・実践・見直しの
意思決定を支える基盤

【IPCCの適応のポイント】
「①予測に基づく」や
「③定期的に見直す」を支える

• 作業時期が前進

• 年ごとのばらつき拡大

• 高温下では生育途中で
肥料が不足しやすく、
施肥の見直しが必要

• 作業適期予測を確認

• 追肥の必要がある
圃場を確認

事例詳細は弊社
ウェブサイトを
ご参照ください。
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まとめ
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農業分野の気候変動適応のポイント

気候変動の影響は地域ごとに異なるため、適応は地域単位の意思決定を要する１

将来見通しを踏まえ、短期・中長期の両方の視点を持ち、

機動的に見直すことが重要

データは適応策の選択・実践・見直しを支える手段になりうる

適応策の実行やデータ活用の普及を進めるうえでは、

農業現場を理解し、生産者と日常的に接点を持つ組織の役割が重要

2

3

4
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